
            新しい年、平成30年を迎え、 

も深まっていかなければ、差別や偏見も解消していかない

のではないか？」と畳みかけると、段々と返答が少なくな

り、残念ながら議論はここまででした。 

 

 「社会が、行政が、人が、という前に、障がい者のある

人たちの近くにいて、この人たちのことをよく知っている

人、つまり、あなたたちや私たち自身が、この人たちのよ

さ、等身大の姿をきちんと社会に伝えていくことこそが一

番大切なのではないか。このことは、教職に就いても忘れ

ずにいてほしい。」と話したことがあります。 

  

 それから、３０数年。今、しょうぶの里で、目の前にい

る人たちは、打算や計算なく人を思いやることができる・

優しくできる、というすぐれたところがある人たちです。

他にも、長く本人部会・つなごう会のお手伝いをしていま

すが、支援をするというよりも、この人たちの温かさや優

しさ、素直さに、ほっと救われることの方が多いと思って

います。 

  

 後を絶たない障がい者施設での虐待事件や一昨年の相模

原での殺傷事件などをみるにつけ、かつて実習生に話した

ように、この人たちのよさをもっとたくさんの人に知って

もらいたい、分かち合いたいという思いを新たにしている

ところです。 

 

 しょうぶの里に来て、１０ヶ月になりますが、利用者

さんたちとの会話ややりとりにとても楽しさを感じてい

ます。優しさや温かみ、そういうものが折に触れて感じ

られて、ほっとすることが多くあります。それが、この

人たちのよさの一つだと思っています。 

  

 まだ昭和の時代に、国立の附属養護学校に勤務してい

た時、教育実習に来た学生に講話をしたことがありまし

た。当時は、知的に障がいのある人は、精神薄弱者と呼

ばれていましたが、この人たちに対する差別や偏見は、

今よりずっと根強かったと思いますし、今の時代ほど優

しい社会でもありませんでした。 

 話の中で、「障がいのある人にとって、どんな社会に

なったらよいか」と尋ねてみました。実習生は、「障が

いのある人にとって暮らしやすい社会、理解のある社会

（今でいう「共生社会」？）が必要だ。」と。「では、

障がいのある人が暮らしやすい社会、理解のある社会を

つくるためには、どうすればよいか。」「誰がそれをす

ればよいか？」と尋ねたら、「社会が」とか「行政が」

という答えが返ってきました。 

  

 もちろん、社会が変わらなければならないし、そのた

めには、行政が自らの仕事として理解啓発を押し進める

必要があるでしょう。けれども、「障がいのある人のこ

とをあまり知らない人が言っても説得力がないし、理解 

施設長より 

里に来て2年が過ぎました。利用者の皆さんは、とても

明るく楽しい人たちばかりで私の心を元気にしてくれま

す。これからも大好きなしょうぶの里で食事作りを頑

張っていきたいと思います。   調理員 原口 千乃 

職員紹介 
しょうぶの里で15年、調理の仕事を続けておりますが、

とても楽しくやりがいがあり、一日の仕事を終えたとき

の達成感は何とも言えません。1月で63歳になりますが、

体と頭が動く限り働かせていただきたいと思います！よ

ろしくお願いします。      調理員 斉藤知砂子 

しょうぶの里にきて12年が過ぎました。未だに早番の

前夜は緊張ですが、冬の早朝の星空は最高です。利用

者の方々のおいしそうに食べられる姿に、また好きな

料理ができることに幸せを感じながら過ごしています。 

                調理員 柴田佳子 

私はしょうぶの里の給食室で働いている大山です。今年

で3年目になります。やっと皆さんの名前と顔が一致す

るこの頃です。年のせいか覚えが悪く体力の衰えでご迷

惑をおかけしますがよろしくお願いします。 

                 調理員 大山洋子 

個人面談を、2月13日（火）より行いた

いと思います。ご案内のプリントをご家

族へ配付しておりますので、ご希望日を

お知らせください。 

 なお、ご不明な点は石川、松本までお

問い合わせください。 

今年１月からお世話になっていま

す坂本です。私はドラマ（サスペ

ンス）が大好きで、音楽番組（韓

国）も好きです。最近はあまり行

けていませんが、温泉は心が休ま

ります。 

どうぞよろしくお願いします。 

          坂本よし子 



 

 

 来る2月10日（土） 

熊本市男女共同参画ｾﾝﾀｰはあもにいにて、 

≪ケアする人のケアセミナー≫が開催されま

す。熊本地震後の熊本を応援すること、ケア

に関わる人すべてを応援することを目的とさ

れてます。 

10；00～16：30（9：30より受付開始） 

参加費無料です。講演会やコンサートが行わ

れるようです。詳しくは・・・ 

「ケアする人のケアセミナーin熊本」で検索

してみてください！定員200名で、まだ余裕

があるようです。              

            新しい年、平成30年を迎え、 

           1月17日（水）に書き初めをしました。 

           皆さん、思い思いに今年の目標を 

           書かれていました。 

芸術的な書が出来上がり、その後に行われた新年会で発表があり

ました。 

    1月のお誕生日 

 

    栗原 良枝さん  （9日） 

 

 年明け早々、里では感染性胃腸炎

が発症し、利用者6名、職員2名が罹

患、バタバタの新年スタートでした。 

 どうしてもこの時期、インフルエ

ンザﾞや感染性胃腸炎といった感染性

の強い疾患が流行ります。人混みを

避ける、手洗いうがいの励行、そし

てウイルスに負けない体づくりを目

指したいと思いました。 
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               ☆1月のイベントメニュー☆ 

         

1月  5日  誕生会ケーキ＆コーヒー、紅茶  

1月11日  リクエストメニュー（昼食） 

1月17日  新年会おやつ       

1月23日  かまどでふかし芋大会 

1月24日 リクエストメニュー（昼食） 

 インフルエンザは高齢者は重症化しやすく、子どもで

はまれに急性脳症を起こすこともあります。 

給食室より 医務室より 

第1回目…開場11：30     

         開演12：00 

 

第2回目…開場14：30 

         開演15：00 

 2月11日（日）、上通りの同仁堂ホール スタジ

オライフにて、熊本デザイン専門学校のファッ

ションショーがあります。なんと栗原さんとのコ

ラボ作品もあり、栗原さん本人もランウェイを歩

かれます。ぜひ、お出かけください！ 

   （入場無料です） 

恵方巻きとは、節分に恵方を向いて無言

で食べると縁起が良いとされる巻き寿司

のことです。今年の恵方は南南東です。 

         管理栄養士 米村 

主な予防策 

☆手洗いやアルコール消毒 

☆室内の湿度を保ち、栄養や休息をとる 

☆予防接種を受ける 

☆人混みへの外出を避ける 

☆マスクの着用 

看護師 田中 


